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DaiMajin検討会（第２回、19-Dec-2003）メモ 小林

（１）第１回会合（20-Nov-2003）のまとめ

1. 製作が困難で漏れ磁場の大きい C型(+Q)磁石の代りに丸型 H型磁石復活

①. HISSとほぼ同様な仕様：案 D_v00 (図 2-01)

②. B=3T,  pole diameter=2m,  gap=0.8m

2. 検討事項

①. 一般設計、費用概算

磁場計算、コイルにかかる力、コイル保持用支柱

②. 回転台：

荷電粒子の偏向角度により回転が必要：

台直径＝約 8m：2.5m深のピット( (R:5.5m+L:6.3m)xD:10m)に入る

③. 上下コイルの保持用支柱：

HISSは保持支柱が無い（上下コイルの低温配管のみ）

磁石を回転させるには、保持支柱が無い方が良い。

支柱無で製作可能？

④. 真空箱

コイル保持支柱／回転角との関係？

出口窓：構造、材質

A/Z=3, 2, 1を同時検出可能な真空箱？

ギャップの有効利用：真空箱をポールに溶接？？

⑤. クライオスタット、冷凍機、液化器

液体窒素： 使用／不使用？

冷凍則：reserver（リザーバーは上流側？）、buffer

⑥. 運動量分解能？

Q+C型にあった角度２重収束は A/Z=3 (2.2GeV/c, 53deg)に関して消滅

運動量分解能？

QQ+Dのオプション？

⑦. 中性子測定の最適化

⑧. 漏れ磁場対策：

HISSは漏磁場が大きいので有名：

⑨. ピット、天井、クレーン（高さ、最大 15t）との関係
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（２）案 D_v00

1. 磁石概略： D_v00案（図 2-01）

①. 重量：約 570t（コイル／クライオスタット／真空箱を除く）

②. Ampere Turns： NI
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CF) HISS : NI MAT MAT= →2 4 5 5. [ ] . [ ]、 f ≈ 2 for HISS, SKS

③. Stored Energy, current, …??

④. 当面の磁場近似： 一様磁場：B= 3T,  L(eff)= 2.4m ,  （BL= 7Tm）

2. 粒子トラック： 図 2-02H/V

エネルギー： 250 MeV/A, A/Z= 3 (R= 2.18 GeV/c),  2 (1.45 GeV/c ),  1(0.73

GeV/c)

放出角度： 0, ±5 deg

①. 出口側粒子位置検出器と架台： 図 2-02B

各領域の粒子は独立な検出器で測定：Dynamic rangeの問題

漏れ磁場の関係で、R>2.5mに設置した方が良い。

検出器移動用レールが必要：＋He-Bag

1. 中心方向（円形レール）？：垂直入射

2. ヨークに平行（直線レール）？：斜入射、>30°

②. 偏向角度、角度収束：

A/Z=3 (θ=53°)は角度収束無、A/Z=2 (θ=73°)はほぼ角度収束

垂直方向はほぼ直線運動（+-5°）

③. 運動量 Acceptance： 図 2-02C

有効領域 1mx1m程度の検出器で、-10% < p < +20%程度

④. 磁石回転角度：

粒子偏向角度と等しくすると中性子が測定できない。 1/2程度？

⑤. 中性子

水平方向：>15°、垂直方向：約 5°

Flight Path>10m ?

⑥. 多粒子粒子同時検出：困難

A/Z=1（陽子）は磁石内部へ放出：真空箱？、窓、検出器？

3. 運動量分解能概算

①. 標的を z=-3m付近に設置：磁場のクロスオーバー付近

標的周辺の NaI(Tl)/CsIの動作？

②. R=2mでは約 1kGの磁場があるので、検出器を R>2.5mに設置する

検出器中心を R=3mと仮定
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③. 250 MeV/A, A/Z=3の中心軌道（偏向角度≒53°）に対して：

１次のマトリックスは
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⑤. 積極的に磁石上流に DC1を置き、粒子角度を測定する方針：

Beam位置検出器、磁石上流位置検出器：

カソード読出型の低圧MWPCで真空中で動作

4. 検出器デザイン：

①. windows?

1. 標的後の入射窓：125 µm厚カプトン、 L LR ≈ × −0 45 10 3.

2. 出口窓：250µm厚カプトン(???)、 L LR ≈ × −0 9 10 3.

②. 位置検出器： 図 2-03

S/Nを良くし、角度分解能を良くする為、低物質量である必要

1. ビーム： 低圧MWPC、 10cm x 10cm、２台、真空中

2. DC1： 低圧MWPC、 30cm x 30cm、１台、真空中

3. DC2A/B： Hex型 DC、 1m x 1m、２台、空気中

③. 磁場分布を入れた Simulation

5. 真空箱

①. 方式：

角型： DC2をヨークと平行にする場合

丸型： DC2を半径方向にする場合

②. 多粒子、特に陽子の同時検出

真空箱の方式？？？



03.12.19

4

（３）その他

1. QQDオプション？：

2. 磁石本体の詳細設計、価格？

①. 詳細設計

②. 費用概算

③. Simulation用の磁場分布

④. コイル支持方式、、、、

⑤. 低温系、リザーバー位置

⑥. 回転台

⑦. 漏磁場低減の方法：

Field Cramp??

3. 真空箱

①. 方式： 角型／丸型、窓の構造／物質

②. 窓の物質：

荷電粒子用： L/Lr=10**-3程度に押さえたいが、、

中性子用： どの程度まで許せるのか？

③. 下流の検出器、架台方式と関係する

④. 粒子の同時検出？？？

4. 検出器と実験配置

①. DC2の移動／位置調節用架台

②. 標的付近の配置

回転台の上に位置する。

垂直にレールを張る？取り替え方式？

③. 上流側

Beam Transportの最終出口

Beam検出器

殆どの場合、位置検出器は真空中

Timing Counterは標的直前には置きたくない：反応、S/N

④. 電荷測定、速度測定

1m x 1mをカバーできる＋分解能？
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検出器：
　BDC1,2 : カソード読出型低圧M W PC

　DC1 : カソード読出型低圧M W PC

　DC2A ,B : Hex型Drift Cham ber

D = 2.4cm /%, D'= 8mrad /%

x | x( ) = 0, x |θ( ) = 0.3cm / mrad,

θ |θ( ) = 0.01, θ | x( ) = 3.3mrad /cm

Deff = θ |θ( )D− x |θ( )D' ≈ −240cm

Matrix: A/Z=3, 250 MeV/A
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Momentum Resolution:

σ(xD ) ≈ 0.3mm,

σ(x 'D ) ≈1mrad,

σ(xT ) ≈ 0.5mm

σ p

p
≈

1
770

L LR ≈ 0.9 ×10−3

真空出口窓：
250µmKapton?

L LR ≈ 0.3 ×10−3

L LR ≈ 0.3 ×10−3

L LR ≈ 0.8 ×10−3 /chamber

He bag














